次に、西風新都の整備についてです　
現在、広島市では、西風館（葬儀火葬場）を、平成23年（2011年）3月22日の開設を目指して、また、安佐南工場については、平成25年度（2013年度）の稼動開始を目標として、取組が進められています。
その進ちょく状況は、西風館は平成22年1月から工事に着手し、本年5月中旬ごろには本体建物の基礎工事が完了し、現在は1階部分の躯体を立ち上げる工事を行っています。平成23年1月末の工事完了及び同年3月開設を目指しています。

　安佐南工場については、平成21年7月に企業と契約し設計がおおむね完了しました。

新火葬場の建設及び安佐南ゴミ焼却工場の建て替えに伴う地元対策事業について平成19年11月広島市と沼田町伴地区町内会連合会が合意書を締結しました。

その中の、第3項で「外環状線(善當寺工区)について、地元の強い要望を踏まえ、早期に完成するよう最大限努力する。なお、建て替え後の安佐南工場の稼動開始までに外環状線が完成していないことも想定されるため、内環状線（伴交番前交差点から中筋沼田線にいたる区間）の暫定的な整備に取り組む。

という内容でした。

そして、平成21年11月に沼田町伴地区町内会連合会より要望書が出されました。

要旨は、

1、 平成19年11月29日付けの締結の合意事項中、最重要事項である｢外環状線の善當寺工区を含む全線早期完成｣について、約束どおりその実現に向けて推進すること。

2、 沼田環境公園（仮称）の整備を推進すること

3、 外環状線の早期完成のためにも、アイエス株式会社が誘致しようとする大規模商業施設について、調査・関連公共事業等を推進し、その誘致実現に全力を尽くすこと。

　というものでした。

　その回答として、

　貴連合会と本市が締結した合意書のとおり、外環状線について、早期に完成するよう最大限努力をいたします。

　広島市沼田環境公園（仮称）については、同じく合意書の通り、善當寺地区の開発に着手された時点で、協議、検討いたします。

　さらに、本市では、西風新都に進出する企業に対して、他の市域より補助率等を優遇する「企業立地促進補助制度」を設けており、こうした制度を活用しながら、引き続き西風新都への企業誘致の実現に向けて努めてまいります。

と木で鼻をくくったような回答でした。

そして、平成22年4月7日、あまりの誠意の無さに沼田町伴地区町内会連合会から再度の要望書が提出されました。

　内容は、当会の要望について、貴市から平成22年2月23日付でご回答を頂きましたが、その内容が不明瞭でよく理解できません。

新火葬場の建設及び安佐南工場の建て替えに関して、その前提となっている次の事項について、再度貴市の具体的且つ明確な回答を、本年4月30日までにくださいますようお願いします。

1、 外環状線は、善當寺工区を含めて安佐南工場稼動時までに着工又は完成となっています。安佐南工場の稼動時期は平成25年4月と設定されていますが、残された期間はあとわずか3年しかありません。当会としては貴市の約束が履行されるかどうか危機感を持っています。

1） 貴市が言われる最大限の努力とはいかなる内容を言うのか、具体的且つ明確にお示しいただきたい。

2） 早期に完成するとは何時までなのか、その時期を明確にされたい。

　なお、貴市の回答により、外環状線が安佐南工場稼動時までに着工又は完成出来ないと判断される場合には、当会といたしましては安佐南工場の稼動について同意しないこと等、地域住民総意の下、断固たる措置を検討せざるをえませんので申し添えます。

以上の要望書でした。これまでにない怒りに満ちた要望書でした。

広島市の回答としては、

さて、平成22年（2010年）4月7日付けで、貴連合会から提出された要望書につきまして、下記のとおり回答させていただきます。よろしくお取り計らいくださいますよう、お願い申し上げます。

記

１、　外環状線（善當寺工区）（以下「外環状線」という。）の整備につきましては、新火葬場の建設及び安佐南工場の建替えに関し、平成19年（2007年）11月29日付けで貴連合会と本市が締結した「新火葬場の建設及び安佐南工場の建替えに関する合意書」において、「外環状線（善當寺工区）について、地元住民の強い要望を踏まえ、早期に完成するよう最大限の努力をする。なお、建替え後の安佐南工場の稼働開始までに外環状線（善當寺工区）が完成していないことも想定されるため、内環状線（伴交番前交差点から中筋沼田線に至る区間）の暫定的な先行整備に取り組む。」としております。

２、　善當寺地区の開発事業者であるアイエス株式会社は、現在、アウトレットモールを核とする西日本トップクラスの大規模商業施設の誘致を視野に入れ、住宅系の一部を商業系に変更する土地利用計画の見直しや、資金計画の見直し等、事業計画の再検討を行うとともに、単独ではこの事業を行うことが困難であることから、複数の企業と交渉を行っている段階であるとのことです。

本市といたしましては、外環状線の整備の早期再開・完成に向けて、善當寺地区の開発事業を促進すべく、前述の土地利用計画の見直しに伴う開発の手続きを円滑に進めるため、必要な協議・調整を行っています。
企業誘致の観点からは、西風新都の立地環境の優位性等を広くＰＲするた

め、従前から広島で開催していた「ひろしま西風新都プロモーションセミナー」に加え、平成17年度（2005年度）からは東京でも同様のセミナーを開催し、市長自らトップセールスを行っています。昨年（平成21年（2009年））11月に開催したセミナーでは、東京の企業等103団体に対し、西風新都を売り込みました。また、関東圏及び関西圏の企業誘致センターでは、常時、企業への訪問活動等を通じて企業の動向及びニーズの把握に努め、企業立地の候補地として西風新都をＰＲしています。さらに、「企業立地促進補助制度」においても、西風新都を本市の企業誘致における最重点区域として位置付け、他の市域より高い補助率を設定しています。こうした情報発信や補助制度の活用により、西風新都への企業誘致に向けて積極的に取り組んでいます。

３、　これまで善當寺地区の造成工事の着手に向けて努力して参りましたが、昨今の経済情勢等の影響もあり、造成工事の着手時期が未定であるため、外環状線の整備時期に関して明確にお答えすることは困難です。

こうしたことから、本市では、新火葬場の建設及び安佐南工場の建替えに関する合意書に基づき、新安佐南工場の稼働開始までに外環状線が完成していないことも想定した対応としての内環状線（伴交番前交差点から中筋沼田線に至る区間）の暫定的な先行整備に、現在、取り組んでいます。地権者との交渉等、不確定要素もございますが、平成24年度（2012年度）内での完成というスケジュールで整備事業を進めています。

外環状線の整備につきましては、今後とも、アイエス株式会社に対して、造成工事の早期着手を働きかけていき、同社が着手した段階で外環状線の整備事業を早期に再開できるよう、財源（国の補助金）の確保に向けた国との協議も進めて参りたいと考えています。
それ以外の周辺道路の整備につきましても、大曲付近の広島湯来線の拡幅整備、伴交番前交差点から西本橋に至る区間の広島湯来線の歩道整備、大下バス停付近の広島豊平線の改良等に取り組んでいます。

つきましては、新火葬場も、新安佐南工場も、市民生活において必要不可欠の施設であることを御高察いただき、両施設を計画どおり開設及び稼働開始することに関して引き続き御理解と御協力を頂きますよう、よろしくお願い申し上げます。

という従来とほとんで変わらない内容の回答でした。

先日、伴地区町内会連合会の総会がありました。住民は広島市の誠意の無さに、大変怒っていました。

私は広島市のアイエス株式会社頼みの施策は以前からもう終わっていると言って来ました。特に平成21年11月の要望書にあるアウトレットモールを核とした商業施設の事業主体は大和システム株式会社と聞いています。広島駅新幹線口地区整備の項で述べましたが、広島市としてアイエス株式会社が本当に事業が行えると判断しておられるのですか。国からの補助で成り立っている事業です。事業費を返還したくないので長々と引っ張っているのではないですか。　　　

もし、本気で出来ると判断をしておられるのなら広島市の調査能力はゼロに等しいと思います。

もう、出来ない理由を企業頼みの事業遂行にする時期は終わりました。特に広島駅新幹線口地区整備に４０億円もの金を貸し付けるなど、また、オリンピック招致に沢山の金をつぎ込むなど、伴地区住民は約束をしている事業をそっちのけで新しい事業に金をつぎ込むなど、伴地区住民を馬鹿にしていると完全に広島市を信用していません。

広島市自身が主体的に判断をして約束を履行する時期が来ています。担当局だけに任せないで、市長を含めた幹部で２事業の観点から善後策を検討して速やかに明確な回答をするべきです。そして市長以下、関係幹部が、伴地区住民にこれまでの誠意の無さを陳謝して、どの時期に着工出きるかを明確に示すべきだと思いますがいかがですか。

そのために、市全体でプロジェクトチームを作り取り組んではいかがですか。お聞きします。

今回、理由にしておられます内環状線の暫定整備については、伴地区住民は、西風新都構想を打ち上げた広島市が当然行わなければならない事業と思っています。

再度述べますが、広島市の誠意の無さに非常に怒っています。新火葬場の稼動・安佐南工場建て替え稼動についてもどのようになるかわからない状態にあります。　

広島市のこの事業に対する誠意を見せてください。

